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研究成果の概要（和文）：20世紀末に経済体制の転換を遂げた国々では、よくアントレプレナーシップを発揮す
る起業家の存在が経済体制移行の一つの目安とみなされる。しかし、実際に経済活動が行われる場面では、社会
的枠組みのあり方やその中で結ばれる行為者同士の関係性が、アントレプレナーシップの発動に大きく関わって
いる。本研究を通して、アントレプレナーシップは経済の合理化に収束するための要因としてではなく、関係性
の変化に応じてその都度構成し直される経済行為の軸となるもの、常に新たな関係の創出に向けて開かれるもの
として捉えられることがみいだされた。

研究成果の概要（英文）：There is a general understanding that the entrepreneurship means a personal 
skill or endowments of business management in the market sphere. Especially in post-Socialist 
countries the emergence of entrepreneurs is regarded as a yardstick to measure the transitional 
process of economic structure. However, in actual economic practice, the social frame or the 
relationship between actors are closely related with the realization of entrepreneurship. The 
finding of this research is that the entrepreneurship is not a catalyst of economic rationalization,
 but rather an axis of economic activities that repeat making and resetting of relations of actors, 
and that are opened to make new relations with others.

研究分野：文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ロシアや中東欧諸国、モンゴル等のポスト
社会主義国を対象とする人文社会系の研究
分野では、経済活動を行う主体のアントレプ
レナーシップ（entrepreneurship）に着目す
る研究が多く見られた。元来、日本語で「起
業家精神」と訳されるこの言葉は、欧米の経
済学者によって経済理論の基軸に組み込ま
れてきた概念で、有効な機会を利用して自ら
の利益につなげる個人の行動が、社会的イノ
ベーションの契機となって経済発展もたら
すと理解されてきた。1980 年代には経済人
類学の分野において、この西欧起源の概念を
いわゆる第三世界で行われている営みにも
適用して、その現実を捉え直そうとする試み
がなされた。近年、ポスト社会主義諸国の現
象について指摘される場合では、経済の急速
な資本主義化が進み、財産所有や生産手段の
個人化が推し進められる中で、それまで強力
な権力を持つ国家のもとで抑えられていた
個人の主体的な営み（エージェンシー）が効
力を発揮する状況を捉えて、アントレプレナ
ーシップの概念が起用されている。 
 一方、実際に経済活動が行われる個々の事
象に着目すると、行為者を取り巻く社会的な
枠組みや、その中で結ばれる行為者間の流動
的な関係が、アントレプレナーシップの発動
に大きく関わっていることが分かる。つまり
それは、起業家個人の内面（「精神」）にとど
まるものではなく、起業家と環境世界の相互
作用の連鎖の中で捉えられる普遍的な現象
であり、同時にその場の特定の状況から生み
出されるローカルな特殊性を具えたもので
もある。こうしたことから、アントレプレナ
ーシップを資本主義経済の指標とする見方
や、経済活動を行う行為者の個人的な資質に
還元する見方に対抗して、それが社会生活に
おける様々な関係性に基づいて形成される
状況を、起業的な活動の個々の現場から照ら
し出そうとすることが、本研究の動機となっ
ている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、アントレプレナーシップを文
字通り起業する人に限定するのではなく、経
済活動を通して身の回りの現実を変えてい
こうと企てる行為者の創造性という意味で、
通常より広く捉えることにした。その上で、
アントレプレナーシップにまつわる営為の
歴史的変化と持続性、親族をはじめとする社
会的ネットワーク形成や、世界的な規模の政
治経済との関連性に着目しながら、ポスト社
会主義世界の文脈におけるアントレプレナ
ーシップの特殊性と普遍性を検証すること
を目的として、本研究は始動した。 
特定の社会的コンテクストにおいてアン
トレプレナーが果たす役割を見据える本研
究は、アントレプレナーシップが社会経済的
にどのような意味を持つのかということよ
りも、実際にアントレプレナーたちがどのよ

うな活動を行っているのかということに焦
点を合わせる。刻々と変化する社会的局面に
おいて、アントレプレナーはどのような決定
を下すのか、そこで実際に何をするのかを明
らかにすることによって、アントレプレナー
シップの創発する契機を捉えることが、本研
究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 アントレプレナーシップという一見捉え
どころのない概念にアプローチを図るため
に、次の三つの対立軸を設定して、その位置
づけを明らかにする方法をとった。 
（1）持続と変化 
アントレプレナーが経済活動を行う上で
は、多くの局面で状況的な判断が求められる。
ある程度リスクを伴いながら判断を下すこ
とが必要とされる場合、それぞれの活動主体
はどのような兆候を好機とみなして行動に
移す（変化を選ぶ）のか、あるいは行動に出
るのを踏みとどまる（持続を選ぶ）のか。ま
た、そうした個々の判断が、社会的な状況の
変化とどのように連動しているのかについ
て考察する。 
（2）社会と個々の主体 
今日ではかつて国家や地方の党組織が担
っていた強力な基盤が後退し、代わって親族
や家族のネットワークが経済活動のなかで
大きな役割を果たすようになっている。個々
の主体は、こうしたネットワークの中で行動
のタイミングを計り、活動を組織する能力が
必要とされる。その中でアントレプレナーた
ちの活動においては、公的領域と私的領域の
性質がそれぞれどのように捉えられ、どのよ
うな関係を形作るのかを明らかにする。 
（3）マクロな枠組みとミクロの事象 
 新しいテクノロジーの開発や情報の拡散
など、国家の枠組みを超えて広がるグローバ
ル化の傾向、あるいは国家間の戦争や制裁と
いった国際関係の動向、また地球温暖化やそ
の他の環境異変などエコロジカルな現象、こ
れらのマクロな枠組みで起こっている事柄
は、それぞれの主体の日常的な生活における
関心事（ミクロな事象）に対して、どのよう
な影響を及ぼすのか。また反対に、日常のミ
クロな事象が、より大きなマクロの世界に何
らかの影響を与えるのか。本研究ではアント
レプレナーの営みに対して、マクロな枠組み
とミクロな事象の双方からアプローチする。 
 
これら三つの対立軸を共通の座標軸とし
て、研究代表者と分担者が、それぞれロシア
とモンゴルでフィールドワークを行って集
めたデータを分析した。 
調査はそれぞれ二か所以上の地点で敢行
し、比較可能な領域を広く設定するよう努め
た。研究代表者の後藤は、ロシアのチュヴァ
シ共和国とサハ共和国でそれぞれ調査を行
った。前者はモスクワの大消費地に近い沿ヴ
ォルガ地域に位置し、穀物生産を中心とする



農業が盛んな地域である。それに対して後者
は極寒の東シベリアに位置し、主に牛や馬の
牧畜が生業とされている。産業形態の異なる
二つの地域で、農場経営のあり方にどのよう
な違いが生じているかを調べた。一方、分担
者の辛嶋は、モンゴル国東部のヘンティー県、
中部バヤンホンゴル県、および首都のウラン
バートル市内で調査を行った。地方の牧畜地
域と中心都市を交互に調査することによっ
て、商品の流通や人の動きを通して、草原と
都市の間でどのようなネットワークが築か
れているのかを調べた。 
さらに、連携研究者による中央アジアの事
例や、二度にわたる研究会の開催を通じて紹
介されたアフリカやオセアニア、南アジアの
事例も合わせて比較分析を推し進めること
によって、研究の課題に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
 ソ連時代に作られた集団農場や国営農場
が解体され、農業の再編が進んだ結果、今日
ロシアでは農場経営のあり方に三つのカテ
ゴリーが見られるようになった。一つは、か
つての集団型の農場を引き継ぐ形で存続す
る組織経営によるもの。生産者協同組合から
アグロ・ホールディングに至るまで、組織的
な農業企業がこれにあたる。他方、フェルメ
ルと呼ばれる個人が農場を登記することに
よって経営を行う個人経営と、登記を行わな
いで副業的に農業を行う住民経営がある。一
般的な見方によると、個人（フェルメル）に
よる農場経営においてもっともアントレプ
レナーシップが発揮されると想像されるが、
実際には経営のカテゴリーの違いによる相
違はそれほど認められなかった。経営のカテ
ゴリーの違いによって、それぞれ生産の規模
は異なるものの、土地や機械へのアクセス、
補助金の受給や納税義務による行政との関
わり、国家が受ける経済制裁の影響等におい
ては、いずれも同等の条件下に置かれている。
組織による農場経営者も、個人の農場経営者
も、複雑に交差する要因の間に利益を生み出
すチャンネルを見出そうとする点で共通し
ている。このことから、アントレプレナーシ
ップはどこか特定の要因に指摘されるもの
ではなく、互いに関係性を持つ諸要因の配置
にこそ見いだされるものであることが分か
った。 
 一方、モンゴルでは世帯ごとに牧畜経営が
営まれている。羊やヤギを中心とする家畜は、
経営の資本として、主に末子相続によって世
襲される。近年では都市に定住する牧民が増
えたため、草原で家畜の放牧を引き受けて管
理を行う牧夫の存在が不可欠になっている。
牧夫は、家畜所有者の親族であったりそうで
なかったりするが、いずれにしても牧夫とし
て働きながら資金をためて、結婚すれば自ら
世帯主となり、ゆくゆくは自立した経営体を
築く可能性を持つ。牧夫が資金をためる方法
としては、労働の報酬あるいは結婚の祝儀と

して家畜の分与を受けること、また家畜の生
殖による再生産、あるいはヤギから得られる
カシミヤの原毛を市場で売ることがあげら
れる。このなかで、家畜の分与は所有者との
既存のネットワークにおいて得られるが、家
畜の再生産は技術と運の混じりあったもの
としか言いようのないものであり、カシミヤ
の売却は親族のネットワークを超えた市場
の原理に沿うものである。このように、既存
のネットワークを起点としながら、それを超
えたところと関わりつつ、さらに結婚を通じ
て新たなネットワークを構築する牧畜民型
のアントレプレナーシップのあり方を確認
することができた。 
 
 以上の調査から得られた概要を集成する
と、次のようにまとめることができる。 
（1）関係性の配置と経路 
アントレプレナーとしての行為者は、経済
活動における人やモノの動きに関して既存
のネットワークをたどりながらも、それとは
異なるチャンネルを開くことで利益を得る。
人とモノの関係性を巧みに利用しつつ、それ
らが自らの営為にとって有利な配置となる
ように新たな経路を開くことが、アントレプ
レナーのもっとも顕著な働きとして指摘さ
れる。 
アントレプレナーによるこうした働きは、
確かに行為者個人の才覚によるものでもあ
るが、それ以前に人とモノの社会的な配置が
なければ生まれてこないものである。特定状
況におけるアントレプレナーシップの発現
を捉える上では、点と点を結ぶ線、すなわち
行為者とその関係性の配置を視野に入れる
必要がある。 
（2）諸価値の差異と通約可能性 
 既存のネットワークに沿って経済行為が
営まれている間は、行為者にとりたてて大き
な利益がもたらされることはない。取引の行
われる関係は安定的で、従事者間で取引され
るものに見出される価値のギャップは小さ
い。ところが、人とモノの配置が変わること
によって、取引されるものに見出される諸価
値の差異が大きくなる局面で、アントレプレ
ナーは新たな経路を見出すものと考えられ
る。 
 もともと価値の異なるものの間では取引
が成立しにくく、それが行われるまではほと
んど関係を持たない状態に置かれている。ア
ントレプレナーが取引の新たな経路を開く
とき、それまで隔離されて通約不可能だった
ものの間に通約可能性が見出されることで、
両者の間がつながれる。この際、取引される
ものが持つ価値のギャップが大きいほど、そ
こに発動されるアントレプレナーシップは
顕著なものになる。 
（3）偶然性の作用 
 アントレプレナーが新たな取引の経路を
切り開く際に、かなりの程度で偶然性が作用
していることが分かった。新たな商品やサー



ビス、生産方法、流通や市場のネットワーク
が開発される上では、意図せずして得られた
結果がその後の取引につながるケースが多
く見られた。このことは、アントレプレナー
シップは必ずしも個人の才覚にのみ見出せ
るようなものではなく、偶然性に左右される
ような不安定な外部をも含んだものである
ことを示している。取引の可能性が偶然に得
られることによって、最初は不安定でしかな
かった機会を安定的な経路に制度化してい
く作用も、アントレプレナーの重要な要素の
一つとなる。 
（4）マクロな枠組み 
 偶発的な出来事とならんで、国家や国境、
政治情勢や自然環境の変化といった動かし
がたい要因も、アントレプレナーの活動と大
きく関わっている。ローカルな事象を取り囲
むこうしたグローバルな要因は、取引が行わ
れる際に大きな制約となる。しかし、こうし
た制約は、いわゆるゲーム理論における「強
制された選択」を準備するもので、アントレ
プレナーは所与の制約に基づいて選択を行
い、取引の経路を開発していく。そのなかで、
マクロな枠組みは外側からアントレプレナ
ーの活動を統御するのではなく、アントレプ
レナーシップの内部に取り込まれることに
なる。このことから、マクロな枠組みとミク
ロの事象は対立的に存在するのではなく、相
互に浸透するように成り立っていると言え
る。 
（5）創出に向けて開かれるもの 
 アントレプレナーは、(2) 取引されるもの
の間に価値のギャップを見出して、それらを
通約可能なものに変えたり、(3) 偶然にしか
得られない不安定な状況を安定的な経路に
制度化したり、(4) 取引の微細な手続きにあ
るようなミクロの事象にマクロな枠組みを
継ぎ足したりすることで、ある意味で文化の
統合化を行っていると言える。 
 しかし、文化の統合化にせよ、経済の合理
化にせよ、アントレプレナーシップの帰結は
一つの状態への収束にあるのではない。むし
ろ、(1) で示したような一つの関係性の配置
から新たな経路を開くという重要な性質が
示しているように、アントレプレナーは既存
のネットワークをたどりながらも、常に新た
な創出に向けて外側に開かれている。 
 
 以上のように、社会的な生成のプロセスか
らアントレプレナーシップを捉える着眼点
を示すことができたことが、本研究の大きな
成果である。期間中に研究組織を超えて行っ
た研究会では、旧社会主義圏以外の地域を対
象とする研究者も交えて議論することで、よ
り有益な効果が得られた。今後はより広いエ
リアからアントレプレナーシップの人類学
的研究にアプローチする試みにつなげてい
きたい。 
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